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22) Perrin （水島，玉虫，植村氏誇）：原子（1912)

比較的早〈護展し，而も不可親の震に直接的諮明を快いて居た（気鰹）分子運動論からの論理

的蹄結が，可滅的保件の下にコロイド粒子の運動の直接観測に依て見事に詮明された事は，分

子運動論の理論的Eしさのみ左らす＝，分子の資在の最も直接的詮明として極めて意義の深いも

ので・あった. Perrinの Brown運動に関する賓験的研究が如何なる理論的根擦を以て企闘され

如何友る方法を以て行はれ，如何在る結果を科事の基礎に封して興へたかと云ふ事は，科皐的

精帥を皐ぽんとする吾々初翠の者にとって誠によい教材である計りでなく，叉科事的認識論上

の好題目を寅例を以て吾々に投げかけるものと忠はれる．

原子論もコロイド化皐もその後続々飛躍的殻展を続けて居るが，との書物を貫くfl皐精榊は

依然活々として吾々に迫る．加ふるに丈主主の流麗平易な事もー居との書に劃する親しみを持た

せる．

23) T. Svedberg: Herstell，“nグKolloiderLぷδ，，t
少し古いが寅験に闘する良書で．ある．

24) Bartel I : Lαbomtory .1..Waninal qf Colloidαnd Surfαce CheηJi13tγy (1936) 187貝

とれは Michigan大撃で用びられて居る皐生練習寅験用の指導者で，相官fIJ略に記漣されて

居る上に，必要な文献も事げであるから便利である．

第十三主主鰯媒賞験

§ 35 鯖媒の製法

賞験室に於て縄媒反躍を研究する場合鰯媒としては織僚の金属，板j伏の金属，粉末欣の金属

を用ふる等種々の揚合がある．織僚及板欣の揚合には研究者の欲する金属のj直営の大きさのも

のをmふれば足りるのであるが，粉末欣のものは趨営の製法に依らないと共の活性が一定せ宇，
叉活性を大ならしむる事が出来在い．誌に一例として Ni鰯媒の製法を漣ぺょう．

1) Ni 燭媒（粉末扶）

普通 NiOを還芯して作るのであるが，之は硝酸ニッケルを 300°ctc.於て熱し完全に脱硝

して製する（Nitron10%時酸溶液で試験し NO:i'の反臆を呈し左いまで脱硝を績ける）．而し

て之を直接反膝管に入れ恒温槽を 280°～300°c附近に保って精製水素（電解水素を熱せる白金

アスベスト上を過したもの）を約一章夜通して還元す． 然し斯様にして得たる Niは多量の水

素を吸着してゐるが故K，此の温度に於て Cencohyvac pumpと Langmuirの水銀摸散ポン

プに依って一葦夜以上員室に引いて充分に水素を脱着して賓験に用ひる．

2) 捨持燭媒の製法

一般に粉末状縄媒は之を捨縄（例，珪酸ヂル，活性炭－，酸性白土，珪藻ごf－：等）に槍持せしめる

揚合にはその活性度や耐久力を増加するものである．今一例として珪酸ヂルを捨障とせる Ni

縄媒に就いて述ぺて見ょう．

例，珪酸ヂルを捨鰐とせる Ni縄媒の製法

a）珪酸ヂル

比重 1.08の珪酸ソーダ溶液を 1N ・ HCI rptc.滴下して撹件すると或量に達して凝固する．
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之を数日間透析して後趨営に水分を切って漉腸器様の硝子管からトコロテ y式花押出して棒欣

と注し空中にて自然乾燥後更に 300°c附近で数時間員空乾燥する．後i直営の長さの棒欣忙し

て月jひる．

b）捨持 Ni鰯媒

上記珪酸ゲルを硝酸ニッケル溶液中に投じ充分溶液を1投牧せしめて後取出し， 300cc位で乾

燥脱届？し酸化エツケルと左す． 之を入れたる反膝管を装置に設置せる後更に充分真空と在し

300°C附近で、精製水素を通じて約一室夜還元する・後充分水素を脱着せしめて賓験に使用す．

§ 36 簡媒作用の参考書

A) 理論的若しくは一般的危害物

堀揚，鰯媒作用の理論（燭媒化事講座）（昭13).

Schwab, Jj白tαlysevom Stαndpunkt der cltemisclwn Kinetik (1931). 

Taylor and Spence，向上の英語迫柿（1937).

Griffith, 1百elrlec!tαばsmof Contαd Cαtαlysis (1936). 

Hinshelwood, Kinetics nf Chemical C!iαnge仇 GαseousSyslenis ( 1933). 

Rideal and Taylor, C,αtαlysis in Theoryα11d Practice (1926). 

Sauter, Heterogene Katαlyse (1930). 

Nyrop, 1'he Cαtα’ytic Action f々Suてfαces(1937). 

B) 種々の縄媒或は反腰、等を調ぺるに都合よき書．

Rideal and Taylor，商ifffj. 

Sabatier, LαCαtαlyse en Chimie Orgαnique. （久保田，柏木諜）（昭4).

Maxted, C,αtαlysisαnd its Industrial Applicαtions (1933). 

Hilditsch and Hall，σαtαlyitc Process仇 Appliedσ＇lwmistry(1937). 

Krczil, Adsorptionssto_!fe in der Kontalctkαtαly.se (1938). 

久保田，有機化撃に於ける接鰯反膝（岩波講座：物理と化準）．

日本事術振興合編，我岡に於ける簡媒作用の研究（昭11).

C) 特殊な方面の害．

Frankenburger, Katalytisclte Um~etz聞gen 仇 !tom，，伊nen ’und enzymαti.~clten System ( 1937). 

I patieff, C,αtalytic Reaction at High PresS'uresα町lTernperat仰 ・es(1936). 

Hiickel, Katalyse 1nit kolloiden Metαllen (1927}. 

Krogel, Gren宅向c!ten・Katalyse(1933) （吸着燭媒反膝による粉末金属の電気的，磁気的，挫に

機械的性質の礎化の研究）．

Mittasch, Ueber Katα今回 u. Katalysatoren仇 Chemieund Biologie (1936). 

D) 吸着に闘する参考書

1) Gr噌g,1'!te A ds01戸ionof Gαses by品>lids0日eth肘 n,1934). 徐り詳細な記載は無いが
ポケット周小参考書として便利である，

2) McBain, 1＇五6Sorption of Gαses by Solids (Routledge, 1932). 比較的詳細に貨験的事貨

を網羅しである．

3) FaradayおcietyDiscussion, The Adsorption of Gα8es by Solids (Gurney & Jackson, 1932) 

吸着に闘する代表的論文が記載されてある．従って之を一読すれば寅験並に理論の雨方面に於

て得る底が多い，
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4) Hiickel, Adsm・pt,ion’und.Kapill，αrkondensation (Leipzig, (1928). 熱力事的見地土り吸着

を翻た書で内容は主として吸着力を電気的注意味と結びつけて論を進めてゐる．

5) Smithells, Gαses and Metα｛s (Chapman & Hall, 1937}. 内容は吸着，績散， i容解の三部

分上り在り瓦斯－岡樫聞の相互作用を比較的簡明に纏めてある．

6) de Boer, Electron Emission必 AdsorptionPhenomenα｛Cambridge, 1935). （濁諜， Johann

Ambrasius Barth, 1937). 理論的記載に豊富な絶好の参考書である． 同慢の理論を加味して吸

着を観てゐる黙が特徴である．

7) Doh田 u.Mark, Die Adsorption voηGαsen 'U. Dampf切 αnfesten Korpern (Akad. 

Verlag., 1933). 熱力皐的並に分子動力率的に吸着を観察した本で邸前句記載に富める好い参

考書である．

8) 以下に記載する本は縄媒反膝に主眼黙を置いたものであるが吸着に闘する事項も相営あ

るので列車ずる．

Ri巾al,Aηlntrod’uction to SuザαceChemistry (Cambridge, 1930). 

@Ada.m, The Physics & Chemistry of Suザαces( Oxfoni, 1938). 

Krogel, Gren宅向clten-Katalyse (Hirzel, 1933). 

Sauter, Heterogene Katαlyse (Theodor Steinkopf, 1930). 

@Griffith, 71he Mechαnism of Contact 0,αtα今sis(Oxford, 1936）・

Nyrop, 1克e・oαtalytic Action of 8-u.efαces (Williams & Norgate, 1937). 
@Schwab, Katαかsevom Sfα制t.punktder cltemiselwn Kineti"k (Springer, ] 931). 
@Taylor & Spence，同上の英語本（vanNostrand, 1937). 

Hinshlwood, Kinetics of Chemical Change in Gαseo'Us Systems (Oxford, 1933). 

Frankenburger, Katα伊ischeUmsetzungen仇 lwmogenen’undenzymatischenめstem(Leipzig, 

1937). 

Hiickel, Katαか・semit kolloiden Metallen ( Leipzig, 19'27). 
Rideal & Taylor, 0,αtαlysis in Theoryαnd Practice {London, 1926). 

@Maxted, 0,αtalysisαηd it Industrial Applications (Churchill, 1933).. 

Ip1tiff, Cαtalytic Reαction at High Pressuresαnd 1'emperatu附（MacMitlan,1936). 

Hilditsch & Hall, Ciαtαlytic .Process仇 AppliedChemistry (Chapman & Hall, 1937). 

Mittasch, Uebe1・Katαlyse'U. Katalysαtm・en仇 Chemie・u. Biologie {Springer, 1936). 

第十四章雑

§ 37 液睡室鎮で失敗した話

とれは今思つでもゾツとする話であるが， もう五六年も前の事である．内径8-9糎計りのデ

ユワー瓶を山下君につくらせたが，とん左に大きく在ると山下先生にも少々無理だったと見え

て上級にまだ大火傷の跡の様に引きつれた凹凸が大部建って居た．営然とん在所は熱鍵化に撃す

して最も弱い所であるから始めは定分注意深く扱って居たが，液鰹空気を一杯入れても案外E

うも左ら左いので，すっかり油断してしまった．フエーダーマノメーターをとのデユワー瓶に

入れ之に波々と九分目位迄液樟空気を注いで・行ったがまだ少し中のフヱーダ戸の部分が見える




